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Ⅵ 推奨ルート案の選定 

１ 評価方法について 

１-１ 比較評価結果を踏まえ、県民が対策案に求める視点 

・ステップ４で実施したコミュニケーション活動では、対策案に対し、様々な効果が期待される

とともに、環境影響等について配慮・留意が求められ、さらに選定に関しても、幅広い視点で

の検討が求められた。このため、これら多様な意見が寄せられたことも踏まえ、推奨ルート案

については、各案の効果の程度や留意点等、様々な視点に基づき、検討を行った。 

 

 

１-２ 推奨ルート案検討の視点 

・将来の姿の実現等にあたっての課題や県民等から寄せられた意見を踏まえ、「推奨ルート案検

討の視点」を以下の４つの視点で整理した。なお、将来の姿の実現等にあたっては、骨格軸と

併せて、フィーダー交通の充実も図っていくこととしている。 
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１-３推奨ルート案検討の流れ 

・各ルートについて、評価指標毎に効果の程度等を把握の上、「推奨ルート案検討の視点」に基

づき、評価を行った。 
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２ ルート案の総合評価 

２-１ ルート案の総合評価（ルート案の特徴） 
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２-２ ルート案の詳細評価（注：比較評価にあたっては、絶対評価ではなく相対評価となっていることに留意する必要がある。） 
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≪２ ルート案の総合評価 参考≫ 

ルート案の総合評価（参考資料） 
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